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細胞内でのアミロイド（βシート構造に富む線維状のタンパク質凝集体）の⽣成・脱凝集反
応は、シャペロンなどの様々なタンパク質が関わる夾雑系である。したがって、そのタンパ
ク質動態の解析は難しく、アミロイドの⽣成・脱凝集反応にはいまだ不明な点が多い。しか

しそれを解明することは、アミロイドが関わる多くのヒト神経変性疾患の新たな予防・治療
戦略の開発に繋がると考えられ、重要な研究課題である。本研究では、アミロイドの伝播機
構を解析するための新規な分⼦夾雑再構成系を開発する。それによってアミロイドの⽣成お

よび脱凝集過程で⽣じる複数のタンパク質の結合・解離の過程を⽣物物理学・神経⽣物学な
どの⼿法から明らかにすることを⽬的とする。
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図　分子夾雑系におけるタンパク質凝集の制御




